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令和６年度学校だより第３号 
＜発行責任者＞ 

北海道旭川盲学校 

校長 野本 雅明 

令和６年１２月２４日 

新しい年に「平和」を思う 

校 長 野 本 雅 明  

 

12 月、この終業式の日を迎えると毎年思うのですが、「無事にこの日を迎えることができてよかっ

た」と。今年一年の様々な出来事を振り返り、何事もなくこの日を迎えられたことに大きな喜びと安堵

を感じております。ただ、少し外に目を向ければ、依然、国と国との争いは続き、その戦火は拡大しそ

うな気配も・・・。私たちの平穏な生活が決して絶対ではないことが伺えます。「アインシュタインと

フロイトの往復書簡」というものをご存じでしょうか。1932年、国際連盟がアインシュタインに「もっ

とも大事だと思われる事柄について、一番意見を交換したい相手と書簡を交わしてください」と依頼し

ました。アインシュタインが選んだ相手は、心理学者のフロイトで、テーマは「戦争」でした。往復書

簡ですので、何回かのやり取りが行われたのですが、最後フロイトは「戦争を止めるのは、人間の知性

や文化に期待する」と締めくくりました。様々な識者がこの答えについて考察しておりましたが、私自

身、この答えをどのように捉えたらよいか、明確な解が見つかりません。ただ、この答えが正しいので

あれば、「教育」のもつ意義は非常に大きいのではないかと思います。なぜなら、知性や文化を身に付

けるのは、「教育」の担う、大きな目的の一つでもあるからです。 

少し大きな話となってしまいましたが、旭川盲学校の幼児・児童・生徒たちは、平和で、安全な環境

の中で、伸び伸びと学習に取り組み、友達との学校生活を通して大きく成長することができております。

こうした環境は、この先もずっと続くべきものであり、そのためには、大人である私たちこそが真に平

和を求め、他人を愛し、互いを認め合う社会をつくっていくことではないかと考えます。その環境の中

で学び、成長した子どもたちが、また次の平和な社会を築いていく。そうした循環こそが、フロイトの

言う「知性」と「文化」なのではないかと思うのです。 

来年は巳（ヘビ）年となります。脱皮するヘビの習性から、巳年は「再生と変化」の年になると言わ

れています。世界中に平和が戻り、全ての人々が安全な環境の中で、幸福に生活できることを強く、強

く希望いたします。 

みなさま、どうぞよい年をお迎えください。来年もよろしくお願いいたします。 

 

幼稚部の様子 

昨年、二人揃って参加できなかった行事が、たくさん実現した 2学期となりました。西イオンへの親

子遠足では、いろいろな遊具で遊んだり、みんなでお昼ご飯を食べたりすることができました。学習発

表会では、ステージ上で手紙のバトンタッチができたり、セラピードッグとも触れ合ったり、日常の活

動の中でも互いに意識し合って頭や肩をなでたりする様子も見られています。（時にはパチンと良い音

がするときも・・・） 

さあ、冬休みが終わればあっという間の３学期です。充実した楽しいコアラ組にしていきたいと考え

ています。 

 

 

 

 

 



 

小学部の様子 

2学期に入り、1年生から 5年生まで一緒に学習する機会も増えてきました。学校近くの公園に出か

けたり、野菜を育てて収穫したりと、少しずつ集団を広げた場面も設定していきました。中でも、社会

見学は、みんなで「消防署」に出かけた大きなイベントでした。避難訓練等で消防車に触れたことはあっ

ても、実際に消防署に行くことは初めての体験・・・消防署の方の話をしっかり聞いて、短い時間でし

たが消防士体験をすることができました。 

今年度のまとめの 3学期が冬休み明けから始まります。引き続き、一日一日の学習を大切にして楽し

く勉強していきたいと考えています。 

 

中学部の様子 

いろいろと行事が多かった２学期でしたが、中学部 4 名で元気に乗り越えることができました。文

体連では、暑さに負けずに陸上の練習を重ね、札幌で実力を発揮することができました。職場体験で

は、それぞれが別々の事業所での仕事を体験し、普段の学習を積み上げてきた成果を見せることがで

きました。学習発表会では、劇と外国語・音楽発表に向けて精一杯、練習しました。本番は、アクシ

デントが重なりましたが、最後までやりきることができました。これも、本人たちの努力と、保護者

のみな様の支援のおかげです｡また､地域の方々のあたたかい拍手なども生徒たちの力になりました。

本当にありがとうございます。子どもたちは自分の気持ちをいろいろな形で表出します。そうした表

現を大らかに受け止められる大人や仲間がいることはこの上なく幸せなことでしょう。３学期も、楽

しく明るい学校生活を送りながら、様々な学習に取り組んでいきます。 



 

文体連の様子 

 9月１１日、１２日、文体連で札幌への遠征を行いました。１日目の交歓会は札幌視覚支援学校で行

われました。全道４校との交流ということで、良き出会いの時間となりました。また、本校を卒業し高

等部に通う先輩たちが駆けつけてくれ、旭川盲学校のつながりの良さを実感することができました。今

年５年生となり文体連デビューの武田さん、そして、最後の文体連の金谷さんも初めて札幌保養センタ

ー駒岡に宿泊しみんな一緒にごはんを食べたり、部屋でお話しをしたりしながら過ごすことができまし

た。 

2日目の体育活動発表は円山陸上競技場での開催でした。前の週に旭川の陸上競技場で行った校内記

録会の成果を発揮することができました。スタート前に緊張する様子や最後まで頑張る様子を見ること

ができて、素晴らしい活動となりました。特に表彰を受けた際の笑顔は、旭川盲学校が一番と思うほど

素晴らしい笑顔だったと感じています。そして、中学部４名で挑んだ４×１００mリレーでは、「バト

ンをつなげ！」と、アンカーの金谷さんへ。最高学年の金谷さんが、ゴールテープを切った瞬間は会場

からもたくさんの拍手で迎えられ、とても感動的なシーンでした。 

この文体連の遠征に伴い、支援していただいた本校後援会の皆様をはじめ、応援していただいた保護

者の皆様、本校教職員の皆様には心より感謝いたします。 

さて、来年は旭川で４校が集まり文体連が開催されます。来年は、応援だけではなく、多くの皆様方

のご協力をお願いすることになります。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 学習発表会の様子 

１０月２６日（土）に学習発表会が行われました。今年度は、「とどけよう！ みんなの心に えがお

を」のテーマのもと、幼児児童生徒の１１人全員で力を合わせて発表をしました。 

幼稚部・小学部の劇「スイミー」では、幼児児童一人ひとりが、海の生き物になり、得意なことや普

段の学習の成果を発表しました。最後は、みんなで力を合わせて、スイミーと赤い魚たちが大きな魚と

なり、黒い魚をやっつけることができ、達成感あふれる劇でした。 

中学部の劇「いつかの桃太郎」では、桃太郎と猿、犬、キジたちが、鬼ヶ島に向かう途中に、ボール

投げをしたり、国語や数学の問題に答えたりと、難問に挑戦します。中学生４人で力を合わせて、鬼の

悪い心を退治し、見事に平和な村を取り戻すことができ、感動的な劇でした。 

外国語・音楽活動では、ALT のピーター先生と一緒に、絵本や歌に合わせて身体を動かして表現を

しました。また、音楽発表では、各グループに分かれて太鼓をしたり、合唱をしたりして、心を奏でる

ことができました。 

最後に、「おやじの会」の皆さんのサプライズな発表がありました。会場のみんなで「ウィ・ウィル・

ロック・ユー」を歌ったり踊ったりして盛り上がり、一体感を感じた学習発表会となりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PTA親子スケート」 

11月 29日（金）に道北アークス大雪アリーナにて、毎年恒例の PTA親子スケート大会が行われま

した。スケートリンクを貸し切ることで、日常では体験することがなかなか難しい冬のスポーツを楽し

むことができました。初めてのスケート体験もお父さんやお母さんに手を引いてもらいながら挑戦し、

子どもも大人も年々上達していく様子が見受けられました。スケート靴で滑るのが難しい子どもたちは、

ラピッドスレーというイスや、雪遊び用のそり等で大人に引いてもらいながら、氷上を滑る体験を楽し

みました。休憩時間には、PTAから袋詰めされたお菓子のプレゼントがありました。今年もたくさんの

幼児児童生徒・保護者・教員が参加し、笑い声の絶えない楽しい時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄宿舎「クリスマス会」 

 12月 18日(水)にクリスマス会がありました。クリスマス会にむけてツリーの組み立てと飾り付け、

画用紙を丸めた三角帽子の制作を行いました。それぞれが配置を考えながら、かわいらしく素敵な飾り

付けをしてくれました。 

また、クリスマス会当日は、お楽しみタイムがあり舎室対抗のゲームを行いました。余暇時間には子

ども同士で玉入れの練習をしていました。昨年度から舎生は減少しましたが、みんなで盛り上がり楽し

い会となりました。その元気な声を聞いてサンタさんとトナカイがプレゼントを持ってきてくれました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○北海道教育委員会 生徒指導・学校安全課 ＨＰ  

 「ＳＴＯＰ ＳＮＳ Ｔｒｏｕｂｌｅ ポータルサイト」  

 （https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/165453.html）  
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